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象
の
鼻
　

　

五
階
建
て
の
神
奈
川
県

庁
本
庁
舎
の
屋
上
で
、
こ

の
絵
を
描
い
た
。

　

目
の
前
、
右
手
か
ら
左

に
向
け
て
細
長
く
伸
び
て

い
る
の
が
「
象
の
鼻
」。

　

一
八
五
八
年
、
海
岸
か

ら
直
角
に
伸
び
る
波
止
場

と
し
て
建
設
さ
れ
、
先
を

左
に
曲
げ
て
延
長
。
象

の
鼻
の
よ
う
に
な
っ
た
。

一
八
六
七
年
、
明
治
維
新

の
前
年
の
事
。
そ
の
頃
、

船
は
全
て
沖
に
停
泊
。
こ

の
象
の
鼻
と
本
船
の
間
を
、

艀
が
往
き
来
し
て
い
た
。

　

今
は
港
内
廻
り
の
遊
覧

船
が
発
着
し
て
い
る
。

　

目
の
前
の
大
桟
橋
に
は
、

秋
の
日
本
一
周
ク
ル
ー
ズ

に
向
か
う
「
飛
鳥
Ⅱ
」。
食

料
等
を
運
ぶ
ト
ラ
ッ
ク
が

次
々
と
や
っ
て
来
て
い
た
。

　

飛
鳥
Ⅱ
で
世
界
一
周
百

日
余
で
、
四
百
四
十
万
円

か
ら
二
千
七
百
万
円
と
か
。

び
っ
く
り
。

　

高
架
の
歩
道
の
下
に
は

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
広
げ

た
人
々
が
・
・
・

神
奈
川
県
庁
屋
上
か
ら

は
し
け

嘘も百回言えば本当になる

原
発
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
？

　

安
倍
首
相
は
九
月
七
日

Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
で
「
福
島
原

発
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ

て
い
る
。
汚
染
水
は
原
発

の
港
湾
内
の
〇
・
三
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内

で
完
全
に
ブ
ロ
ッ
ク
」
と

発
言
。
東
電
す
ら
原
発
は

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い

な
い
と
云
っ
て
い
る
の
だ

が
・
・
港
の
海
水
は
一
日

で
半
分
が
入
れ
替
わ
る
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は

事
故
の
二
年
半
後
、
テ
レ

ビ
カ
メ
ラ
で
原
子
炉
内
を

調
べ
た
。
福
島
で
は
未
だ

原
子
炉
、
格
納
容
器
が
ど

う
壊
れ
た
か
分
か
っ
て
い

な
い
。
こ
れ
が｢

コ
ン
ト

ロ
ー
ル｣

の
実
態
。

　

ナ
チ
ス
の
「
嘘
も
百
回

言
え
ば
本
当
に
な
る
」
を

安
倍
首
相
が
倣
っ
た
か
？

積
極
的
平
和
主
義

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
安
倍

首
相
は
二
五
日
昼
講
演
。

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容

認
の
憲
法
解
釈
変
更
へ
の

意
欲
と
「
積
極
的
平
和
主

義
の
国
」
を
表
明
。

　

集
団
的
自
衛
と
は
、
米

軍
が
攻
撃
さ
れ
た
ら
日
本

が
攻
撃
さ
れ
な
く
て
も
、

一
緒
に
反
撃
す
る
事
。
米

国
が
戦
争
を
始
め
た
ら
、

米
軍
は
反
撃
さ
れ
る
。
米

軍
へ
の
攻
撃
＝
米
国
へ
の

攻
撃
、
故
に
、
一
緒
に
反

撃
と
な
る
。

　

憲
法
九
条
に
は
「
国
権

の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武

力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力

の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を

解
決
す
る
手
段
と
し
て

は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄

す
る
」
と
あ
る
。「
積
極

的
平
和
主
義
」
な
ら
、
米

軍
が
戦
争
を
始
め
た
ら
間

に
入
っ
て
止
め
さ
せ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
？

　

｢

平
和
」
を
口
に
し
て

戦
争
に
参
加
す
る
道
を
開

く
・
・
・
嘘
も
百
回
言
え

ば
本
当
に
な
る
の
か
？

　

み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
？

な
ら


